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



査読制度に関する『メルコ管理会計研究』の記事

 小沢貴史・立本博文・挽文子・加登豊・松尾貴巳・安酸建二・岡田幸彦・船越多枝.2024「実態
調査研究：査読付き学術誌の査読制度に関する座談会」『メルコ管理会計研究』15(1) 69-80.

 伊藤嘉博, 尾畑裕, 片岡洋人, 加登豊, 篠田朝也, 丸太起大, 吉田栄介, 澤邉紀生.2023.
「『メルコ管理会計研究』(MJMAR)が果たすべきミッションと査読のありかた」『メルコ管理
会計研究』14(2) 45-54.

 伊藤嘉博, 尾畑裕, 片岡洋人, 加登豊, 篠田朝也, 丸太起大, 吉田栄介, 澤邉紀生.2021. 「座
談会：「査読制度の意義とあるべき姿：先達の経験から考える」」『メルコ管理会計研究』
13(1) 81-94.

(参考：研究倫理に関するオンライン会合を2024年3月5日（火)10:00-12:00で実施済み。会合記
事原稿は、現在作成中。）
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※

※
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NO

Elsevier website(2023).  “What is peer review?”.
.

https://www.elsevier.com/reviewers/what-is-peer-review
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 メリット
 ひとりですべてを行う能力がつく

（査読制度もなく、また、単著論文のみが評価された時代もあった）




 デメリット
 生産性が低い (publish or perish)
 孤独
 誤った選択や行動に気が付かない
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 指導教員モードと共著者モードは異なる
 論文指導を受けていた時の関係は「師弟」
 共同論文を書くときは対等（もう「先生」ではない）
 ふたり（あるいは複数）ですべてを一緒に書くのではなく、

「役割分担」（分業）をすることが大切
 研究テーマの選定
 文献リスト作成と文献レビュー
 分析
 執筆
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 ともに成⾧する
 役割分担を明確にしておく
 担当箇所
 研究分野
 得意な研究方法
 研究仲間との共同研究では、ハブースポークの関係ではない

 頼りすぎると仲間ではなくなる
 フリーライダーは、そのうちに排除される
 議論は大切だが、議論だけに終始していると論文は完成しない
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 研究には、先輩も後輩もない。一緒に取り組むときには、共
同研究者であり対等。

 若手が中堅やシニアを育てることもある。

 年下とも年上とも一緒にやってみる。
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 管理会計には隣接領域が多いので、異なる分野の研究者
との共同研究の可能性は極めて高い

 ただ、学際的研究は査読付き学術雑誌にはなかなか掲載
されない
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 社会人学生との共同研究
 MBA（経営系専門職大学院）でゼミ指導を担当する場合

• 専門職学位論文（又はそれに準ずる論文）をベースとした共同論文で、
研究対象分野の幅を広げることができる

• 投稿を念頭において研究指導を行う
 研究指導を通じた自分自身の研究能力の向上
 経営実践の高度化に資する研究が可能
 産学連携活動の質向上に貢献可能
 産業界との距離を縮めることが可能
 『経営会計レビュー』を掲載ターゲットとした論文作成もできる
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例:『原価計算研究』の参考文献リスト
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例:『管理会計学』の参考文献リスト
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デスク・リジェクト（即時不受理）について質問がありますか
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投稿論文執筆要領

査読制度運用規程（2022年4月改訂）

院生論文査読制度運用規程（2022年4月改訂）
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 『会計」

 『企業会計』

 『産業経理』

紀要
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ソリューションレポートを学術論文化する

同志社大学大学院ビジネス研究科 教授 加登豊
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